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株主通信  第63期事業報告書 ［平成19年1月1日～平成19年12月31日］ 



　株主の皆様には、平素から格別のご支援を賜り、 

有難く厚く御礼申し上げます。 

　さて、当社は平成19年12月31日をもちまして、

第63期（平成19年1月1日から平成19年12月31日

まで）の事業年度を終了いたしましたので、ここに

経営成績と共に事業の概況をご報告申し上げます。 

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層の

ご支援とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。 

代表取締役社長 

行待  裕弘 
Yasuhiro  Yukimachi
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1.経営の基本方針 
　当社グループは、「良い商品」「良いサービス」をお客

様に提供することを通じて、社会に貢献することを基本理

念としています。 

　また、株主・顧客・取引先の皆様及び従業員など、す

べての関係者と共存共栄を図り、企業価値を高めること

を行動の指針としています。 

 

2.利益配分に関する基本方針 
　当社グループは、経営基盤の強化を図ると共に、株主

各位に対しましては、安定的な配当率の維持及び適正

な利益還元を基本としています。 

　内部留保金につきましては、新規事業の開発活動及

び既存事業の効率化を推進するための投資、財務体質

のより健全化等に活用し、企業競争力と企業体質の更

なる強化に取り組んでまいります。 

 

3.コーポレート・ガバナンスに関する基本方針 
　当社グループは、企業活動において株主、顧客、従業員、

取引先、地域社会といった様々な利害関係者への社会

的責任を果たすために、「コーポレート・ガバナンス（企業

統治）」を必要不可欠なものと認識し、透明性の高い経

営システムの構築を図り、有効に機能させることが重要

であると考えており、内部統制システムの構築などを通じて、

コーポレート・ガバナンスの充実を図ってまいります。 
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経営方針 株主の皆様へ 



Yasuhiro  Yukimachi
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4.中長期的な会社の経営戦略 
　当社グループは、平成19年12月期（第63期）を最終

年度とする『中期経営計画』を策定し、実行いたしました。 

 

（1）『中期経営計画』（平成17年1月1日～平成19年12月31日）の基本方針 

① 中核事業の収益力強化 

カタログ通販事業、特に20代後半から30代女性を

中心顧客とした既存分野については、無理な売上

拡大は狙わず、収益力の強化に重点を置きます。 

 

② 成長分野への積極投資 

20代と40代への「顧客年齢層の拡大」と、インター

ネット・店舗への「チャネルの拡大」による売上成

長を実現するため、積極的な投資を行います。 

 

③ ブランド価値向上 

「すごくトキメク、とてもワクワク」をスローガンとして、

お客様の心に響く「ベルメゾン」になるための活動

を徹底的に行います。 

 

（2）『中期経営計画』の結果について 

　20代向けの施策につきましては、当初カタログでの

商品販売を実施いたしましたが、現在はネット・モバイ

ルによる商品販売やサービスの強化に取り組んでお

ります。40代会員では新カタログ「私たちの暮らす服」

発刊などにより新規会員を約9万人獲得いたしました。 

 

　インターネット売上の拡大につきましては、受注及

び新規獲得チャネルとして広がり、新たな売上獲得ツー

ルとなりました。結果、当期のインターネット売上は

662億円（前期比18.8％増）、うち純ネット売上は329

億円（前期比29.5％増）となりました。 

　また、ネット登録会員数は、約1.8倍（240万人）増

加し、当期末では542万人となっております。 

 

　店舗事業の展開につきましては、当初、計画してお

りました店舗数には至りませんでしたが、平成19年10

月にオープンしました「暮らす服」ショップは好評を得

ており、今後この店舗モデルを順次展開していく予定

にしております。 

 

　SCM（商品供給一連管理）につきましては、需要

予測精度の向上及び発注手法の見直しなどにより、

当期の即時供給率（注文時点で在庫がある割合）及

び荷別れ率（1回の注文に対する出荷回数の割合）

は改善いたしました。しかしながら、供給率の向上を図っ

たことなどから在庫は増大する結果となりました。 

 

　サービスの強化に関しましては、さまざまな業務改

善に取り組んでまいりました。その結果、注文や問い

合せへの対応強化及び配送の時間短縮などが図られ、

顧客満足度調査におきましても大変高い評価をいた

だきました。 

 



�

経営方針 

（3）次期『中期経営計画』（平成20年１月１日～平成22年12月31日）について 

　当社グループは、新たに平成22年12月期（第66期）

を最終年度とする『中期経営計画』を策定いたしました。 

　基本的な考え方は、過去3年間の事業基盤強化を

足場として、当社ならではの強みを活かし、既存の中

核事業分野と新規の事業分野のいずれにおいても、

千趣会≒ベルメゾン≒総合カタログ通販業のイメー

ジを超える力強い成長（脱カタログ通販ビジネス）を目

指すこととしております。 

　今後、更なる成長と収益体質強化により企業価値

の向上を目指してまいります。 

　当社は、暮らすことすべて（ファッション・リビング・食品・

ギフト・育児）の親切なコンシェルジュというポジションで、

お客様に「普段に、センスのいい暮らしごこち」を実感

してもらうべくアプローチしてまいります。 

　その目指す姿を、『暮らすことのコンシェルジュ』とい

うスローガンにしております。 

　コンシェルジュとは、フランス語でアパートの管理人、ホテルなどの総合
接客係などを意味します。 
 

成長の考え方：既存事業と新規事業 

売 上 高  

営 業 利 益  

経 常 利 益  

当期純利益 

営 業 C F

156,792 

5,291 

5,626 

2,494 

1,444

― 

3.4% 

3.6% 

1.6% 

― 

180,000 

8,000 

8,400 

4,000 

7,000

― 

4.4% 

4.7% 

2.2% 

― 

+23,208 

+2,709 

+2,774 

+1,506 

+5,556

2007年度実績 

金額 率 金額 対2007年 率 

2010年度計画 
科　目 

単位：百万円 

中期経営目標 

中核事業を強化すると共に、中核事業を活かした 
顧客の拡大、チャネルミックス推進を行う 

チャネルを駆使し、かつ既存にとらわれないジャンルを扱い 
新規事業を新たな柱として育てていく 

既存事業（主にカタログ事業／頒布事業） 新規事業 

現在の 
顧客の深耕 

拡コンピタンス、 
拡カスタマー 
重視 

新たな柱 

中核事業の 
強化 

現在の強み 
による 

顧客の拡大 
対象 
顧客層 

現 

現 

新 

新 

チャネルミックス 

現在の 
顧客の深耕 

新規事業育成 
重視 

新たな柱 

中核事業の 
強化 

現在の強み 
による 

顧客の拡大 
対象 
顧客層 

現 

現 

新 

新 

チャネルミックス 
× 

ジャンル拡大 
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   「基本方針」 

①チャネルミックスの推進 

平成20年1月に商品ジャンルを中心とした事業本部

制組織に改編いたしました。これにより各事業本部は、

カタログ誌はもとより、インターネットや店舗などのチャ

ネルコントロール機能も持つことになります。市場ニー

ズにスピーディに対応することが可能となり、新たな業

態を開発してまいります。 

②マルチブランド展開 

・「ベルメゾン」単一ブランド戦略を見直し、当社が目

指す顧客層や扱う商品ジャンルに適したブランドを

複数展開する「マルチブランド戦略」に転換いたし

ます。 

 

③顧客層の拡大 

・シニアマーケット向け商材や媒体の開発により、50

　代以上の顧客層を拡大いたします。 

・20代前半の顧客層獲得については性急な拡大は

　行なわず、他社とのアライアンスやM&Aをベースに

　インターネット、モバイル、雑誌等のメディアを活用

　することにより、その獲得を目指します。 

・20代後半の顧客の獲得を強化し、20代全体とし

　ては顧客層の維持を図ります。 

④SCM（商品供給一連管理）強化 

・在庫の増大により大幅に悪化したキャッシュ・フロー

　の改善を重要課題とし、マネジメント体制の再構築

　による在庫の最適化（資産効率化）を実施し、

　SCMの更なる強化を図ります。 

チャネルミックスの推進 

前期中期経営計画では各チャネルの機能強化を目指したが、チャネル間の相乗効果を得るために 
本質的なチャネル融合とスピ－ドアップを実現させる。また、成果責任の所在も明確にしていく。 

0

40,000

80,000

120,000

160,000

（百万円） 

通販事業内ネット売上高 

2007年度 
実績 

2010年度 
計画 

1,650億円 

900億円 

500億円 

0

2,000

4,000

6,000

（百万円） 

0

15

30

45

（店舗） 

店舗数・店舗売上高（連結） 

2007年度 
実績 

2010年度 
計画 

43億円 

20億円 
次期中期経営計画 チャネルミックスの推進 前期中期経営計画 マルチチャネルの推進 

カタログ以外のチャネル認識・強化 
（ネット、店舗の売上拡大を志向） 

具体的には、商品ジャンルを中心とした事業本部制組織にし、ネットや店舗といった 
カタログ以外のチャネルコントロール機能も持つことで市場ニーズに対応していく。 

チャネル融合・相乗効果の獲得（単にチャネ
ルを拡大するだけでない、新しい業態を創造） 



�

当社グループの経営成績 

1．当期の概況 
 
　当社グループは、平成17年度から当期を最終年度とす

る3ヵ年の『中期経営計画』の重点戦略を推進してまいり

ました。 

　この結果、当期の売上高は、1,567億92百万円（前期

比5.8％増）となりました。一方利益面に関しましては、売

上原価率は上昇いたしましたが、印刷費などの媒体関連

費用等の販売費及び一般管理費比率の低減により、営

業利益は52億91百万円（前期比15.0％増）となりました。

また、経常利益は、受取利息の増加や為替差益等により

56億26百万円（前期比7.4％増）となりました。当期純利

益につきましては、繰越欠損金の解消による法人税等の

発生により、24億94百万円（前期比31.2％減）となりました。 

【㈱千趣会の営業成績】 

　当期の営業成績につきましては、売上高は1,523億67

百万円（前期比3.7％増）となりました。 

　利益面におきましては、売上増の一方で、販売費及び

一般管理費比率を低減したことにより、営業利益は、46

億11百万円（前期比24.2％増）、経常利益は、53億64

百万円（前期比21.4％増）となりました。 

　また、当期純利益は28億98百万円（前期比7.8％減）

となりました。 

　㈱千趣会における剰余金の配当につきましては、当期

業績ならびに今後の経営環境等、諸般の情勢を勘案す

ると共に、安定的な配当率の継続も重視いたしております。

また、連結配当性向30％以上を目標に株主利益還元を

目指しており、当期の期末配当金につきましては、1株に

つき14円とし、中間配当（1株当たり13円）とあわせまして、 

 

年間配当金は27円とさせていただきました。また次期の

配当につきましては、1株当たり17円を予定しております。 

 

 

1株当たり配当金 

平成15年 
12月期 

平成16年 
12月期 

平成17年 
12月期 

平成18年 
12月期 

平成19年 
12月期 

16 16
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20

27

10

15

20

25

30
（円） 





 



 

 

（2）カタログ事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

　カタログ事業では、顧客ニーズに合わせたジャンルの

18種類のカタログを通してさまざまな生活提案と共に、千

趣会らしさにこだわったオリジナルを含めた商品をお届け

しております。 

　当期も、「すごくトキメク、とてもワクワク」のスローガン

のもと、各媒体のポジショニングの見直しを行いました。ま

たファッションの基幹媒体「私たちの暮らす服」も昨年に

続き順調に推移しております。その結果、当期の売上高

は1,310億95百万円（前期比4.4％増）となりました。 

 

 

〔その他の事業〕 

　旅行・クレジットなどを主とするサービス事業と、運送事業、

店舗事業、法人事業及び新たにペット事業などを合わせ

たその他の事業の当期の売上高は、111億28百万円（前 

 

 

期比82.0％増）となりましたが、営業損失は2億93百 

万円（前期比1億94百万円の損失増）となりました。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
3．次期の見通し 
　今後の見通しとして、日本経済は米国経済の減速懸

念や資源価格の高騰など厳しい局面が続くものと予想し

ております。個人消費も不透明感が強まり、流通業界に

おきましても競争は激しさを増すものと思われます。 

　このような状況のもと、当社グループといたしましては、

平成20年度を初年度とし平成22年度を最終年度とする

3 ヵ年の新たな『中期経営計画』を策定しております。 

　今後はこの計画に基づき事業を推進し、企業価値の

増大に努めてまいります。 

ベルメゾンメンバーズカード 
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（注）平成18年12月期より「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準」（企業会計基準第５号　平成17年12月9日）及び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準等の
適用指針」（企業会計基準適用指針第８号　平成17年12月9日）を適用しております。  これによる影響は軽微であります。 

単位：百万円（単位未満切り捨て） 

売 上 高  

営 業 利 益  

経 常 利 益  

当 期 純 利 益  

設 備 投 資 額  

減 価 償 却 費  

総 資 産  

有 形 固 定 資 産  

純 資 産  

有 利 子 負 債  

１株当たり　（単位 ： 円） 

当 期 純 利 益  

純 資 産  

自己資本比率（単位 ： ％） 

自己資本利益率（単位：％）  

総資産利益率（単位：％）  

株 価 収 益 率（単位：倍） 

147,607 

5,057 

4,041 

1,819 

661 

2,502 

87,269 

29,705 

47,183 

709 

    

40.81 

1,105.80 

54.1 

3.9 

2.1 

29.3

147,159 

2,921 

3,033 

1,231 

528 

2,289 

87,560 

28,236 

47,135 

514 

    

28.81 

1,122.20 

53.9 

2.6 

1.4 

30.1

145,453 

3,432 

3,962 

1,267 

2,138 

1,806 

92,788 

25,605 

52,519 

517 

    

27.44 

1,143.12 

56.6 

2.5 

1.4 

54.7

148,150 

4,602 

5,240 

3,627 

2,179 

1,620 

95,508 

24,592 

55,708 

395 

     

78.81 

1,207.89 

58.3 

6.6 

3.9 

15.4

156,792 

5,291 

5,626 

2,494 

3,506 

1,724 

98,422 

25,028 

55,955 

3,000 

    

53.60 

1,197.62 

56.8 

4.5 

2.6 

22.0

5期分の連結要約財務データ 

平成15年 
12月期 

平成16年 
12月期 

平成17年 
12月期 

平成18年 
12月期 

平成19年 
12月期 

連結財務ハイライト 
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平成16年 
12月期 

平成17年 
12月期 

平成18年 
12月期 

平成19年 
12月期 

平成15年 
12月期 

平成16年 
12月期 

平成17年 
12月期 

平成18年 
12月期 

平成19年 
12月期 

平成15年 
12月期 

■  純資産 
●  1株当たり純資産 

純資産／1株当たり純資産 

総資産 

80,000

90,000

100,000
（百万円） 

70,000

30,000

40,000

50,000

60,000
（百万円） 

47,13547,183

98,422
95,508

92,788

87,56087,269

800

1,000

1,200

1,400
（円） 

1,122.20
1,105.80

55,955

1,197.62

55,708

1,207.89

52,519

1,143.12

2.7

3.4

2.0

2.1
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連結財務ハイライト 
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【負債の部】 

流 動 負 債  

固 定 負 債  

負 債 合 計  

【純資産の部】 

株 主 資 本  

資 本 金  

資 本 剰 余 金  

利 益 剰 余 金  

自 己 株 式  

評 価 ・ 換 算 差 額 等  

少 数 株 主 持 分  

純 資 産 合 計  

負 債 純 資 産 合 計  

 

37,554 

2,245 

39,800 

      

60,923 

20,359 

20,716 

20,889 

△ 1,041 

△ 5,261 

46 

55,708 

95,508

 

41,175 

1,291 

42,466 

      

63,020 

20,359 

21,038 

22,253 

△ 630 

△ 7,074 

10 

55,955 

98,422

【資産の部】 

流 動 資 産  

固 定 資 産  

有 形 固 定 資 産  

無 形 固 定 資 産  

投 資 そ の 他 の 資 産  

資 産 合 計  

 

47,328 

48,180 

24,592 

2,600 

20,987 

95,508

前連結会計年度末 
平成18年12月31日現在 

 

48,224 

50,197 

25,028 

3,346 

21,823 

98,422

当連結会計年度末 
平成19年12月31日現在 

科　目 

単位：百万円（単位未満切り捨て） ■連結貸借対照表 
連結財務諸表 

前期末に比べて、現金及び預金が20億20百万円減少
した一方で、たな卸資産が28億85百万円増加しました。 

流動資産 

前期末に比べて36億20百万円増加しました。これは短
期借入金が29億46百万円、未払法人税等が16億1百
万円増加したことが主な要因です。 

流動負債 

前期末に比べて、有形固定資産が4億35百万円、無形
固定資産が7億45百万円、投資その他の資産が8億36
百万円それぞれ増加しました。  
主な原因は、平成20年完成予定の新本社ビル（仮称）
の設備投資と、ベルメゾンネット新システムの構築による
ものです。 

固定資産 

前期末に比べて2億47百万円増加しました。これは繰
延ヘッジ損益が9億19百万円減少した一方で、利益剰
余金が13億63百万円増加したことが主な要因です。こ
の結果、自己資本比率は56.8％となりました。 

純資産合計 

平成18年12月31日残高              
連結会計年度中の変動額              

剰余金の配当             
当期純利益             
自己株式の取得             
自己株式の処分             
土地再評価差額金の取崩し             

連結範囲の変動及び  
持分法適用範囲の変動 

株主資本以外の項目の連結 
会計年度中の変動額（純額） 

連結会計年度中の変動額合計 
平成19年12月31日残高             

■連結株主資本等変動計算書 単位：百万円（単位未満切り捨て） 

20,359 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－     
20,359

資本金 

20,716 
 

     
     
     

    322 
 
 

     
     
     
322 

21,038

資本剰余金 

20,889 
     

△ 1,066 
   2,494 

 
 

  58 

△ 122 
 

     
     

1,363 
22,253

利益剰余金 

株主資本 

△ 1,041 
     
     
     

    △  32 
443 
 
 
 
 
 

411 
△ 630

自己株式 

60,923 
     

△ 1,066 
 2,494 
△ 32 
    765 
58 

△ 122 
         

 
 

2,096 
63,020

株主資本合計 

△ 5,261 
 

     
     
     
     
     
     
 

△ 1,813 
 

△ 1,813 
△ 7,074

評価・換算 
差額等 

46 
    
  
     
     
     
     
     
     

△ 36 
     

△ 36 
10

少数株主 
持分 

55,708 
     

△ 1,066 
2,494 
△  32 
765 
58 

△ 122 
 

△ 1,849 
     
247 

55,955

純資産合計 
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売 上 高  

売 上 原 価  

売 上 総 利 益  

販売費及び一般管理費  

営 業 利 益  

営 業 外 収 益  

営 業 外 費 用   

経 常 利 益  

特 別 利 益  

特 別 損 失  

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益  

法人税、住民税及び事業税 

法 人 税 等 調 整 額  

少数株主利益(△は損失)   

当 期 純 利 益  

単位：百万円（単位未満切り捨て） 

148,150 

75,727 

72,423 

67,821 

4,602 

773 

134 

5,240 

57 

1,422 

3,874 

375 

△ 136 

7 

3,627

前連結会計年度 
平成18年 1月1日から  
平成18年12月31日まで 

156,792 

80,864 

75,928 

70,637 

5,291 

904 

568 

5,626 

335 

1,212 

4,749 

2,069 

205 

△ 20 

2,494

当連結会計年度 
平成19年 1月1日から  
平成19年12月31日まで 

科　目 

■連結損益計算書 

営業活動によるキャッシュ・フロー                  

投資活動によるキャッシュ・フロー                  

財務活動によるキャッシュ・フロー                  

現金及び現金同等物の減少額 

現金及び現金同等物の期首残高 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 

現金及び現金同等物の期末残高 

■連結キャッシュ・フロー計算書 単位：百万円（単位未満切り捨て） 

科　目 

1,470 

△  6,426 

△  875 

△  5,831 

11,320 

60 

5,549

前連結会計年度 
平成18年 1月1日から  
平成18年12月31日まで 

 1,444 

△  6,047 

  2,305 

△  2,298 

5,549 

275 

3,526

当連結会計年度 
平成19年 1月1日から  
平成19年12月31日まで 

 

通信販売事業で1,456億64百万円（前期比2.6％増）、
その他の事業で111億28百万円（前期比82.0％増）と
なりました。 

売上高 

印刷費などの媒体関連費用等の販売費及び一般管理
費比率の低減により営業利益は52億91百万円（前期
比15.0％増）となりました。 

営業利益 

繰越欠損金の解消により法人税等が大幅に増加して
います。 

法人税、住民税及び事業税 



■ インターネット 

■ 頒布会 ■ 店 舗 
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　雑誌を読むように楽しめる様々なジャンルの専門カタログ、いつでも簡単で便利なインターネットサイト、生活にワクワクドキ

ドキの彩りを毎月添える頒布会マンスリークラブ、おしゃれな生活を身近に提案するあなたの街のライフスタイルショップなど。 

毎日の暮らしにしあわせを生み出す千趣会の多様なチャネル展開をご紹介します。 

チャネル 

暮らしに新しいワクワクを届ける、
月イチコレクションカタログ。 

まるごとマンスリーブック 

“作る楽しみ・集める喜び”
が毎月届く、手作りキット専門
カタログ。 

“大好き！”手作り号 

その月のオススメ商品情報や
投稿記事満載で、毎月お届け
している会員情報誌。 

ツキイチウララ 

ファッションからインテリア、日用品、食品など常時１
万点以上の品揃え。ベルメゾンカタログの商品だけ
でなく、シーズンの特集や専門ショップなどネットだけ
の商品も充実の総合オンラインショッピングサイト。 
http://www.bellemaison.jp

ベルメゾンネット 
ファッション・コスメetcクチコミ人気商品を
ランキング形式で紹介。20代の働く女性を
応援するモバイル情報ショッピングサイト。 
http://ran-2.jp

ランラン ランキング 

ベルメゾンマーケット小樽店 
北海道小樽市築港11番 
ウィングベイ小樽二番街2F　TEL 0134-21-7332 

ベルメゾンマーケット宇都宮IPSビレッジ店 
栃木県宇都宮市砂田町88番地 
インターパークショッピングビレッジ  TEL 028-657-0185 

ベルメゾンマーケット蒲郡店 
愛知県蒲郡市海陽町2-2　ラグーナ蒲郡 
フェスティバルマーケット１F　TEL 0553-58-2971 

ベルメゾンマーケット扶桑店 
愛知県丹羽郡扶桑町南山名高塚5-1 
イオン扶桑ショッピングセンター１F　TEL 0587-91-3137 

ベルメゾンマーケット橿原店 
奈良県橿原市曲川町7-20-1 
ダイヤモンドシティ・アルル１F　TEL 0744-25-3137 

ベルメゾンマーケット八尾店 
大阪府八尾市光町2-3 
アリオ八尾２F　TEL 072-997-9578 

暮らす服ショップ川西店 
兵庫県川西市栄町11-1 
モザイクボックス2F　TEL 072-740-2578

http://www.be-market.com/index.html
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お客様と一緒に、 
より豊かな生活スタイルを。 

趣味・嗜好の同じ方が楽しんで集まっていただける複数の
コミュニティの場を提供し、お客様との双方向コミュニケー
ションも行いながら、お客様の生活の質の向上に貢献し
たいと考えています。千趣会のブランド価値の向上だけで
なく、コミュニティで吸い上げられた声は新しい形の商品開
発に役立っています。現在、“女の子のため”の占いサイ
ト「plumoi（プルモア）」、ペットが大好きな人のための「ペッ
トストリート」、写真に興味のある方向けの「フォトストリート」
があります。 
2007年8月には「くらしのたまご」から、冷えからお腹を守る
腹巻きとキャミソールが一体になった天然素材の冷えとり
インナー「ハラキャミ」を発売、人気商品となりました。 

人気カタログの世界観を店頭でもそのままに・・・ 

『暮らす服』ショップ、オープン！ 

当社グループの
 当社グループの
 

ト ピ ッ ク ス
 

着回し力の高いアイテムと豊富なサイズ、お手ごろな価格の商
品構成の『私たちの暮らす服』は当社のファッションジャンルで
の基幹カタログになります。 
その『私たちの暮らす服』のカタログの世界観をそのまま表現
したショップを2007年10月、兵庫県川西市にオープンいたしま
した。 
なにより生活実感を大切にした、進化した定番が揃う『暮らす服』
の商品をカタログのイメージのもと、実際手にとっていただける

ことのできるショップということで、連日人気となっています。
主な顧客層はカタログ同様、20歳代後半から40歳代まで
の子育てファミリーです。 
3月には堺市、神戸市に2店舗オープンいたしました。 
今後も『暮らす服』ショップの店舗展開を進めていきます。 
 
■暮らす服ショップ　川西店 
　兵庫県川西市栄町11-1　モザイクボックス2Ｆ 
　TEL 072-740-2578　　営業時間 10:00～20:00

暮らす服ショップ　川西店 

plumoi（プルモア） 

ペットストリート 

フォトストリート 冷えとりインナー 
「ハラキャミ」 

くらしのたまご 
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いま、日本人女性の20人に１人が乳がんにな
ると言われております。ピンクリボン運動とは、
1980年代に始まった、乳がんの早期発見、早
期診断、早期治療の
大切さを伝える運動で
す。（財）日本対がん
協会への寄付支援を
通じて、当社の掲げる
CSR（企業の社会的
責任）テーマ「女性支
援」の具体的取り組
みをスタートさせました。 

ピンクリボン運動への支援を 
開始いたしました。 

当社CSR当社CSR

リ ポ ー ト  

群馬県に広がる赤谷の森は、国内に残る“人と自
然が溶け合う、森と渓流環境”のお手本となってお
ります。地元住民、林野庁、（財）日本自然保護協会
が共同で保護しようとしている国有林です。「AKAYA
プロジェクト」と呼ばれるこの活動への寄付支援を
通じて国内の自然・森林・生き物たちの「命のリレー」
を見守ってゆきたいと考えております。 

国内自然保護団体への支援を始めました。 

私たちは創業時より、企業を植物ととらえる「企業植物論」という考え
方を基本にしてまいりました。これは“企業の成長”を“植物の生育”
にたとえ、企業も良好な環境を整えることによって成長すると説くもの
です。私たちは、無計画な農薬や過剰な肥料の散布によって、目先
の収穫に走らない計画が大事だと考えます。そして耕す根気と地道
な手入れが大切であることを念頭に、企業努力をしてまいりました。 
今後も、長期視点の持続可能な企業繁栄を目指し、良好な社会・ス
テイクホルダーとの関係はもちろんのこと、以下の3つのテーマを通じ
て企業の社会的責任を全うしてまいります。 

環境対策  コンプライアンス 女性支援 

その中で、最近開始した活動をご紹介させていただきます。 
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　当社では、より多くの株主の皆様に“ベルメゾン”の魅力を知っていただくため、「ベルメゾンお買い物券」を進呈いたし

ております。また、当社株式を末永く保有いただけることを願い、保有株式数と年数に応じて株主優待ポイントを進呈し、ポ

イント数に応じてお好みのコースを選んでいただける「長期保有優待制度」も併せて設けております。 

株主優待制度のご案内 

● 対象の株主様 
　毎年6月30日及び12月31日現在の当社株主 
　名簿に記載された100株以上ご所有の株主様 

● 優待の内容 
　お買い物券の進呈（年２回） 

PLUS

お買い物券 
5,000円 

● 対象の株主様 
　毎年12月31日現在、1年以上、100株以上保有し
　ており、当社の株主様優待用Webサイトにて必
　要事項をご登録いただいた株主様 

● 優待の内容 
　株主優待ポイントの進呈（年1回） 

保有株数 

100～999株 

1,000株以上 

1年以上 

　500ポイント 

2,000ポイント 

保有年数／株主優待ポイント 

2年以上 

1,000ポイント 

3,000ポイント 

3年以上 

1,500ポイント 

4,000ポイント 

その2 ： 長期保有株主優待サービス その1 ： お買い物券プレゼント 

手続きはWebで簡単にできます。 

URL ： http://senshukai.sr-s.co.jp

所有株数 

100～499株 

500～999株 

1,000株以上 

お買い物券 

1,000円 

2,500円 

5,000円 

お買い物券の発送日 
● 6月30日現在の株主様‥８月下旬頃発送予定 
●12月31日現在の株主様‥3月上旬頃発送予定 

※一部、ご利用対象外のカタログがあります。 
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発 行 可 能 株 式 総 数  

発 行 済 株 式 の 総 数  

株 主 数  

180,000,000株 

47,630,393株 

7,109名 

商 号  

英 文 名  

ホームページアドレス 

本 社  

東 京 支 社  

 

設 立  

資 本 金  

従 業 員 数  

連結従業員数  

株式会社　千趣会 

SENSHUKAI CO.,LTD. 

http://www.senshukai.co.jp 

大阪市北区同心1丁目4番31号 

東京都品川区東五反田1丁目21番13号 

ランディック五反田ビル 

昭和30年11月 

20,359,134,244円 

767名 

1,305名 

主な連結子会社及びその事業内容 

 

●千趣会ゼネラルサービス（株） 
　旅行業・情報提供サービス業 

●千趣ロジスコ（株） 
　荷造梱包業 

●千趣会サービス・販売（株） 
　顧客対応サービス及び 
　エリアマーケティング 

●千趣運輸（株） 
　貨物自動車運送業 

●千趣会コールセンター（株） 
　テレマーケティング業務の 
　企画・実施 

株式の状況・会社概要・株主
メモ   

株式の状況 （平成19年12月31日現在） 会社の概要 （平成19年12月31日現在） 

関係会社 （平成19年12月31日現在） 

その他の法人 
（37.38%） 

個人・その他 
（26.98%） 

自己名義株式 
（1.92%） 

外国法人等 
（9.70%） 

証券会社 
（0.67%） 

金融機関 
（23.35%） 

■所有者別持株比率 

0

（千株） （円） 

0

1,200

2,400

3,600

4,800

6,000

7,200

300

600

900

1,200

1,500

1,800

■株価／売買高推移 

売買高

10
月
 

9月
 

8月
 

7月
 

4月
 

3月
 

20
07
年
1月
 

2月
 

11
月
 

12
月
 

5月
 

6月
 

株価
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代表取締役社長 

専 務 取 締 役  

専 務 取 締 役  

常 務 取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

取 締 役  

監査役（常勤） 

監査役（常勤） 

監 査 役  

監 査 役  

 

常 務 執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  

執 行 役 員  
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上場証券取引所 
 
今後の決算発表予定 

毎年1月1日から12月31日まで 
毎年3月開催 
定時株主総会　毎年12月31日 
期末配当金　　毎年12月31日 
中間配当金　　毎年 6月30日 
そのほか必要があるときは、あらかじめ公告して定めた日 

100株 
大阪市中央区北浜四丁目5番33号 
住友信託銀行株式会社 
大阪市中央区北浜四丁目5番33号 
住友信託銀行株式会社 証券代行部 
〒183-8701  
東京都府中市日鋼町1番10 
住友信託銀行株式会社  証券代行部 
（住所変更等用紙のご請求）70120-175-417 
（その他のご照会）　　　　 70120-176-417 
http://www.sumitomotrust.co.jp/STA/retail/ 
service/daiko/index.html 

住友信託銀行株式会社　全国各支店 
電子公告により、ホームページ（http://www.senshukai.co.jp/koukoku） 
に掲載します。ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告が 
できないときは、日本経済新聞に掲載します。

 
東京・大阪両証券取引所 市場第一部 
 
第1四半期決算（平成20年1月1日～平成20年3月31日） 
　　平成20年4月25日（金）発表予定 
中間決算（平成20年1月1日～平成20年6月30日） 
　　 平成20年7月31日（木）発表予定 
第3四半期決算（平成20年1月1日～平成20年9月30日） 
　　平成20年10月24日（金）発表予定 

会計監査人 
新日本監査法人　大阪事務所 
大阪市中央区安土町2丁目3番13号 大阪国際ビル 

（注）1.取締役のうち、大石友子、佐野利勝の両氏は 
　　　社外取締役です。 
　　 2.監査役のうち、小泉英之、森本宏の両氏は 
　　　社外監査役です。 
　　 3.（＊）印の取締役は常務執行役員を兼務しております。 

役 員 （平成20年3月28日現在） 株主メモ 

（＊） 

（＊） 



〒530-0035 大阪市北区同心1丁目4番31号　 
電話（06）6881-3100 
http://www.senshukai.co.jp

「カタログ使用全量分の植林貢献」への挑戦 
千趣会が発行するカタログは年間約１億冊、パルプ消費量は約４万トン。当

社にとって”紙”は最大の環境問題であると認識し、1993年からオーストラ

リアで約24,000ヘクタール規模の植林事業に取り組んでいます※。さらに

2006年にはラオスでの植林事業への参画も開始。現在、カタログ使用量

の約45％の収穫を見込んでいます。合言葉は「使った分だけ木を植えよう」。

植林事業への参画を通じ、環境の保全に貢献することを目指します。 
※この植林地は、環境保全に貢献し社会的な利益を生み、経済的にも持続可能な森林であるこ
とを証明する国際的森林認証「ＦＳＣ認証」を取得しています。 
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